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養護学校の 地域支援 シ ス テ ム の 構築 に つ い て の検討

一 伊賀 つ ばさ学園教育支援部の 取組から -

井坂 誠 一

*

･ 栗原 輝雄
' '

本稿で は､ 特別支援教育 にお け る伊賀 つ ばさ学園教育支援部 の 地域支援 の 取組 か ら､ 養護学校 が セ ン タ ー 的機

能を果 たす ため に地域支援 シ ス テ ム を ど の よ う に構築 し た ら よ い か に つ い て ､ 具体 的な方策 を検討 した｡

地域支援 シ ス テ ム を構築す るた め に は､ 支援 の 流れ の 中で ､ ①利用者中心 の 情報発信､ ② こ れま で に培 っ た ノ

ウ - ウ や 専門性の 発揮､ ③地域連携 ネ ッ ト ワ
ー

ク の 構築､ ④相談校 へ の バ ッ ク ア ッ プ の 自覚､ ⑤支援目標 の 優先

順位の 設定や支援期間の 設定､ ⑥ 就学前段階及 び後期中等教育段階 へ の 支援､ に ポイ ン ト を置 い て 取り組 む こ と

が 大事 で あ る｡ ま た ､ P D C A サ イ ク ル の 実践に 努め ､ よ り よい 地域支援 シ ス テ ム に な る よ う に 継続的 に改善 し

て いく取組も必要 で あ る｡

キ ー ワ
ー

ド : 地域支援 シ ス テ ム ､ セ ン タ
ー

的機 能､ 特 別支援教育､ 就学 前段階､ 後期中等教育段階

1
.
は じめに

特別支援教育 へ の転換が進行する中で ､ 今後 の特別支

援学校 (仮称) へ の移行を視野に入れながら､ 地域 におけ

る特別支援教育の セ ンタ ー 的機能を果たすため に様 々 な取

組が全国各地の養護学校でなされるよう にな っ て きて い る｡

平成 1 7 年 1 2 月 ､ 中央教育審議会は､ ｢ 特別支援教育

を推進する ため の 制度の 在り方に つ い て ( 答申)｣ を ま

と め
､ 特別支援学校 ( 仮称) に期待される セ ン タ

ー

的機

能の具体的内容と して ､ 各学校の 実情に応 じて 弾力的に

対応で きるよう にする ことが適切で あると述 べ ながらも､

次 の ような具体的内容を明示して いる｡
1) それ は､ ｢①小 ･

中学校等の教員 へ の支援機能 ②特別支援教育等に 関す

る相談 ･ 情報提供機能 ③障害の ある幼児児童生徒 へ の

指導 ･ 支援機能 ④福祉､ 医療､ 労働など の関係機関等

との連絡 ･ 調整機能 ⑤小 ･ 中学校等の教員に対する研

修協力機能 ⑥障害の ある幼児児童生徒 へ の施設設備等

の提供機能｣ で ある｡

こ う した セ ン タ ー 的機能が有効に発揮する ため に は､

体制整備が大事で ある ｡ 前述の 中央教育審議会答申で は､

そ の体制整備と して ､ 特別支援学校 (仮称) 間で の連携､

多く の特別支援学校 ( 仮称) の 管理運営を担う都道府県

教育委員会と小 ･ 中学校の 管理運営を担う市町村教育委

員会との連携､ 関係行政機関等の相互連携の下で広域的

な地域支援の ため の有機的なネ ッ ト ワ ー ク の形成､ 高い

専門性を有する教員の適切な養成と配置､
一

層 の効果的

な学校経営､ 校内の組織体制の 明確化等が必要で あると

述 べ て い る｡

伊賀 つ ばさ学園 ( 以下本校と略記する) に お い て は､

平成 1 6 年度より教育相談部を改組し ､ 教育支援部 を立

ち上げた｡ 教育支援部は､ 校内及び校外の 支援体制を確

立させ ､ 関係機関との連絡 ･ 調整､ 情報収集､ ケ
ー

ス 会

議等を行い ながら､ 系統的な支援を行うため の シ ス テ ム

の構築に取り組ん で い る｡ 地域支援とし て ､ 次 の 8 つ の

事業を行 っ て い る｡ ①支援相談､ ②就学相談､ ③学校見

学､ ④人材の派遣､ ⑤公開研修会､ ⑥公開体験授業､ ⑦

貸し出し､ ⑧ ｢ 特別支援教育だ より｣ ( 以下 ｢ た よ り｣

と略記する) の 発行で ある｡

井坂 ･ 栗原 (20 0 5) は､ 伊賀地区の保育所､ 保育園､

幼稚園､ 小学校､ 中学校､ 高等学校を対象に した ｢ 特別

支援教育と特別支援教育だより の 充実の た めの ア ン ケ ー

ト調査｣ ( 以下 ア ン ケ ー ト調査と略記する) を分析 し､

(1) 伊賀地域の小 ･ 中学校にお ける特別支援教育の 推進

状況､ (2) 本校 の支援に つ い て の ニ
ー ズ

､ ( 3) ｢ た よ り｣

に つ い て の ニ
ー ズ

､
を 明らか に した｡

2)

平成 1 7 年度は､ それ をもと に改善 を図りなが ら地域

支援に取り組ん で い る｡ 特 に伊賀地域に お い て養護学校

が l 校しか なく ､ 本校が伊賀地域の学校等の協力を得な

が ら
､ 特別支援教育の セ ン タ

ー

的機能を発揮して いく こ

と ば､ 伊賀地域の特別支援教育の定着と発展に寄与でき

うるも の と信じる｡ こ れ ま で の 取組か ら､ 地域支援 シ ス

テ ム を早期に構築し､ セ ン タ ー

的機能が発拝で きる体制

整備を図る ことが望まれる｡

2
. 目 的

本校の教育支援部がこれまで に行 っ て きた地域支援の取

組､ 地域 の小 ･ 中学校の ニ ー ズ及 び平成 1 7 年度行 っ た公

* 三 重県立養護学校伊賀 っ ばさ学園 ( 教育実践総合 セ ン タ ー 研究協力員)
* * 三 重大学教育学部障害児教育研究室
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井坂 誠
一

･ 栗原 輝雄

開研修会の参加者ア ン ケ
ー

トをもと に､ 今後の本校の地域

支援 シ ス テ ム の構築に つ い て の具体的な方策の検討を行う｡

3
. 方 法

国が求める体制整備を具体化するため に本校が行 っ て

い る地域支援の 取組と実践を明らか にすると共に ､ 平成

1 6 年度 に行 っ た ア ン ケ ー

ト 調査と平成 17 年度 の 公開研

修会で の ア ン ケ
ー

トか ら
､
地域 の ニ

ー ズ を明らか にする｡

これ らを活か しなが ら､ 本校 の資源をど の よう に使 っ て

地域支援 シ ス テ ム を構築し て い けばよ いか に つ い て具体

的な方策を検討して いく ｡

4 . 教育支援部の取組

平成 1 7 年度 の支援事業の 内容は､ 以下 の 通り で ある ｡

①支援相談 (子育て 相談と指導相談)

子育て相談は､ 発達や成長に関する相談で ､ 幼児期の

子どもの発達や成長に関する不安や疑問に応じて い る｡

指導相談は､ 障害児の保育 ･ 教育を進める上で の相談

で ､ 保育及び教育関係者の悩みや指導上の課題に つ い て ､

本校 の ス タ ッ フ と共 に実践を出し合い ながら､ 課題解決

に取り組ん で い る｡

平成 1 6 年度は､ ｢ 障害児学級開設時 に必要な備品｣

｢ 障害児学級の 生徒の 指導及び評価｣ ｢ 保護者の 障害の受

容｣ 等 の相談を受けた｡ 平成 1 7 年度は､ ｢ 障害児学級生

徒の指導に つ い て｣ ｢ 支援相談の 進め方及 び今後の 計画

に つ い て｣ ｢ 今後の 支援に つ い て ( 性的な面で の 指導を

含む)｣ ｢ 障害児学級の指導に つ い て｣ ｢ 重度知的障害児

の教材及び指導法に つ い て｣ ｢ 複数児童の 指導法に つ い

て｣ 等 に つ い て の相談を受 けて い る｡

②就学相談 (就学
･ 進学 に 関する相談)

障害の ある子どもの就学や進学に つ い て ､ 保護者の 相

談に応じ て い る｡ 本校 の施設や児童生徒の授業の 様子等

を見学しながら､ よ り よ い就学の場に つ い て 考える機会

を提供して い る｡ 高等部に つ い て は､ 入学選考の 前に教

育相談を受ける こととな っ て い る こ とから､ 例年 2 学期

末が就学相談の ピ
ー ク で ある｡

③学校見学 (随時実施､ 年 に 1 回学校見学会開催)

学校見学で は､ 教育関係諸団体だけ で なく､ 各種団体

や個人の見学に も随時応じて い る｡ 研修 の
一

環 と して の

利用もある｡

学校見学会は､ 年 1 回開催し､ 学校概要､ 就学及び支

援に関わる相談の案内､ 授業公開､ 施設見学 ､ 質問応答

等を行 っ て い る｡ 平成 17 年度は6 月 24 日 ( 金) に実施し､

5 7 名 ( 平成 16 年度より 3 名増) の参加があ っ た｡ 近隣 の

奈良県からの入学希望者が参加する年もある｡

④人材の派遣 (校内研修会､ 教育研究会､ ネ ッ ト ワ
ー

ク

会議等で の話題提供)

本校の 日常の教育活動に支障の な い限り､ 要望 の あ っ

た校内研修会や学習会､ ネ ッ ト ワ
ー

ク 会議等に話題提供

者を派遣し､ 共 に研修を深め る機会に し て い る｡

平成 1 7 年度 は､ ｢ 特別支援教育の 在り方に つ い て｣

｢ 特別支援教育に つ い て｣ ｢ 障害児教育 に つ い て｣ ｢ 自閉

症児の指導に つ い て｣ 等の 話題提供を行 っ た｡

⑤公開研修会

平成 1 7 年度は､ 8 月 4 日 ( 火) に ｢ 広汎性発達障害

( 自閉症) の 理解と支援に つ い て｣ と い う演題で 独立行

政法人国立特殊教育総合研究所の斉藤芋開先生に よる講

演会を実施した｡ 案内は､ 主 に本校が ｢ た より｣ を配布

して い る教育関係機関や福祉関係機関に行 っ た｡ 校外か

ら 9 7 名､ 本校か ら 40 名 の参加が あ っ た ｡ 平成 1 7 年度

は､ 新 た に高等学校からも参加者が あり､ ま た､ 名張市

の各保育所､ 幼稚園からも参加者が あ っ た｡ 自閉症児の

療育や教育に対する関心の高さが伺えた｡ 就学前段階で

も､ 後期中等教育段階で も､ 現場 で は担当して い る軽度

発達障害の ある子ども の指導に つ い て悩み､ 困 っ て い る

と の こ と で あ っ た｡ 講演後の ア ン ケ
ー

ト で は
､ 約 9 割弱

の参加者が満足と答えた｡

⑥公開体験授業 (原則とし て月 1 回実施､ 授業体験と指

導に つ い て の交流)

障害児学級の担任､ 保護者､ 児童生徒が
一

緒 に本校に

来て ､ 授業体験を行う｡ ま た､ そ の 日 の放課後等に教育

指導上の こと に つ い て担当者同士で交流を行う｡ 悩 みや

課題等の解決 へ の道筋を探り､ 共 に 向上する ことをねら

い とし て い る｡ 原則とし て ､ 月 1 回､ 双方 の都合の つ く

日 に実施し て い る｡ 小 ･ 中学部 へ の参加者 は､ 毎月定期

的に参加し､ 授業を体験すると共に ､ 担任 の研修の場に

もな っ て い る｡ 高等部 へ の参加者 は､ 次年度の入学に 際

し て慣れ て おくと い う意味もあり､ 課題学習や作業学習

に も積極的に体験 し､ ス ム
ー ズ な移行を目指して い る｡

⑦貸し出し (教材 ･ 教貝､ 施設の貸出)

障害児保育や障害児教育関係者及び親の 会や障害者団

体等に ､ 教材 ･ 教具 ･ 施設等を支障の ない範囲で貸出す｡

こ れ ま で に
､

パ ラ バ ル
ー ン

､ ブ ラ ッ ク ラ イ ト､ ス ポ ッ ト

ライ ト､ 玉入れ等の 教材､ 心 理検査用具等の 貸出しや特

別教室の貸出しを行 っ た｡ ま た､ 障害理解の ビデオ等の

有無に つ い て の 問い 合わせもある｡

⑧ ｢ た より｣ の 発行 (学期 2 回以上)

特別支援教育の 啓発と本校の取組 に つ い て の 理解を図

るため に ､ 学期 に 2 回地域の福祉
･ 保育 ･ 教育等の 関係

機関に発行 して い る｡ ｢ た よ り｣ の 内容は ､ 特別支援教

育に 関係する ｢ キ
-

ワ
ー

ド｣ ､ 指導
一

口 メ モ ､ 案 内､ 月

予定等で ある｡

平成 16 年末 に行 っ た ア ン ケ
ー

ト調査 で は､ 積極的に

読ん で い ると回答した教員 は約 9 割 で あ っ た ｡ ま た ､
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養護学校の地域支援 シ ス テ ム の構築に つ い て の検討

｢ たより｣ の必要性を尋ね たと こ ろ､ 必要と思う教員 は

9 6 % を占めた｡ ･ 今後も伊賀地域の セ ン タ
ー

的役割と して

本校が取り組む べ きも の の
一 つ と考える｡

｢ たより｣ の内容の適切性を尋ねたと ころ､ 適切だと思

う教員が 9 7 % を占めた｡ ｢ たより｣ の発行の取組に つ い て ､

一

応の評価を得た｡ 内容の適切性に つ い て回答した理由は､

特別支援教育の情報や知識を得るの に役立 っ と いう点が約

8 割､ 本校の取組の理解に役立 っ が約 1 割で あ っ た｡ 改善

点を挙げたの は1 人だけであ っ た｡

今後 ｢ た より｣ をさ ら に充実させる ため に必要と思う

こ とを自由記述で 尋ね たと こ ろ､ ｢ 具体的な実践 ･ 支援｣ ､

｢ 新 し い情報｣ ､ ｢ 地域支援事業｣ ､ ｢ 特別支援教育｣ 等 に

つ い て の 記事が必要と回答した教員が多か っ た ｡ 実際の

教育現場で は､ や はり具体的な支援に困 っ て い たり ､ 特

別支援教育 に つ い て の新 し い情報が不足 して いたり ､ 本

校か ら相談や支援を受 けた いが どう したらよ い の かがわ

か らなか っ た りし て い る様子を伺い知る ことが で きた｡

平成 16 年度か らは､ ｢ た よ り｣ の他 に ､ ｢ 教育支援事業

の案内｣ リ
ー

フ レ ッ ト と ｢ 公開研修会の案内｣ を作成し､

平成 1 7 年度はさ ら に ｢ 教育支援事業 q & A ｣ ( 以下 q

& A と略記し､ 論文末尾に
一

部を掲げる) を作成し､ 配

布した｡

⑨特別支援教育推進体制 モ デ ル事業の専門家チ
ー ム へ の

参加

平成 1 6 年度 に 名張市が特別支援教育推進体制 モ デ ル

事業の指定を受けた の を契機に ､ 専門家チ ー ム を組織し､

本校支援部員も巡回相談員 と して 参加し て い る｡ 平成

16 年度は 1 名､ 平成 1 7 年度 は 2 名が名張市か ら依嘱さ

れ て い る ｡

⑲就学指導委員会 へ の 参加

伊賀市､ 名張市の 就学指導委員会 へ ､ 委員及び診断委

員と して 参加して い る ｡

5 . 地域の ニ ー ズ

平成1 6 年度の 伊賀地区の 保育所､ 保育園､ 幼稚園､

小学校､ 中学校､ 高等学校を対象に実施した ア ン ケ ー

ト

調査から､ 特別支援教育を推進して いく上で の本校 へ の

期待は､ 相談､ 指導
･

助言､ 研修会､ 人材派遣､ 情報 の

提供､ セ ン タ
ー 的役割等で ある ことが明らか に な っ た｡

こ う した ニ ー ズ に応えられる力量を本校が身に つ ける必

要が あり､ 子 どもに つ い て 事例検討や相互に サ ポ
ー

ト し

合う ことが求められ る｡ 保育所や保育園か らは､ 就学前

の 窓口 を求める声や将来に つ なげる ため の取組を望む声

があ っ た｡ や はり ､ 保育所や保育園との連携が十分に い っ

て い な い こ とを物語 っ て い ると言えよう｡

ま た､ 本校 へ の要望 ･ 意見は､ 情報の発信､ 教育相談 ･

支援相談､ 指導 ･ 助言､ 個別 の指導計画を参考に した い

と い っ た内容で あ っ た｡ こ れ らは､ ま さ に特別支援教育

の セ ン タ ー

的役割と して 求め られ て い るもの で あり ､ 本

校が こうした要望に どの ように応えられるかが､ 今後 の伊

賀地域で の特別支援教育の推進を左右すること に なろう ｡

平成 1 7 年度 に実施した公開研修会 の 参加者 へ の ア ン

ケ ー

ト で
､ ｢ 本校の 取組に対する ご要望等が あれ ば お書

き下さ い ｡ ｣ と尋ね た結果､ 公開研修会の 企画に賛同す

る意見､ セ ン タ
ー

的な役割とし て今後も期待する意見､

専門的な講演会を定期的に実施して は しい と い う要望､

参加して 良か っ た等 の感想が寄せられた｡

参加者か らは､ 本校 の取組は好評で あ っ た｡ 地域 の セ

ン タ ー 的機能を果たす上で ､ こ う した取組をさら に充実

させ て いく こ とが大事で あろう｡

6 . 地域支援 シス テ ム の構築

(1) 支援ま で の 流れ

本校で は､ 平成 16 年度より伊賀地域の保育所､ 保育園､

幼稚園､ 小学校､ 中学校､ 高等学校に教育支援事業案内

リ
ー

フ レ ッ トを年度当初に ､ ｢ た より｣ を 2 ケ月 に 1 回発

行して い る｡ さ らに ､ 平成 1 7 年度は､ ｢(〕& A ｣ も発行した｡

平成 1 6 年度の ア ン ケ ー ト調査 の中で ､ 本校 の教育支援

事業を認識して いる学校は､ 約 9 割 あ っ た｡ しかしながら､

その活用に つ い て は､ 積極的に活用して い るの は､ 2 割弱

であり､ 8 割強の学校はあまり活用して い ない状況で ある

ことがわか っ た｡ こ の ア ン ケ
ー

ト調査 では､ 活用し にく い

原因に つ い て意見を聞くことばできなか っ たが､ より容易

に活用して もらえるように ｢(〕& A ｣ を作成した｡

こ の ｢(〕 & A ｣ で は､ そ れ ぞれ の支援事業の詳し い説

明とその 利用方法や手続きに つ い て解説した｡ 実際 の活

用と なると ､ 事前 に依頼文書等が必要で ､ そ の様式に つ

い て も添付した｡ 本校が受け付ける様式は問わな い が､

慣 れな いと作る の に時間がかか るため
､
そ れ を簡略化す

る意味で ､ 参考 に なろうと思 っ た から で ある｡ 同時 に ､

講師派遣依頼書､ 公開体験授業依頼書､ 施設や教材教具

の借用願等の様式も添付した｡ こ う した様式の添付に よ

り､ よ り利用で きやすい環境を作るよう に心がけて い る｡

支援依頼 は､ 本校の 発行したリ
ー

フ レ ッ ト､ ｢q & A｣ ､

｢ た より｣ を見 て行われ て い る｡ 受付窓 口 は ､ 教頭 ､ 教

育支援部担当者で ある｡ 教育支援部担当者が受け付けた

場合は､ 必ず本校の教頭と連絡を密 にとり ､ ス ケ ジ ュ
ー

ル の 調整を行い ､ 学校 - の 支援を ス ム ー ズ に 行えるよう

に取り組ん で い る｡

(2) 支援の 実際

本校の 平成 1 7 年度前期の 地域支援の 実態 は､ 表 1 の

通り で ある ｡

表 1 は､ 平成 1 7 年度前期の支援状況で あり ､ 後期も
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表 1 平成 17 年度 の支援の状況 (9 ･ 3 0 現在)

支 援 事 業 名 実施回数

支援相談 Eq

就学相談 1

学校見学 5

人材の 派遣 6

公開研修会 1

公開体験授業 5

貸 し出し 14 2

特別支援教育だ よりの 発行 3

専 門家 チ
ー ム - の 参加 ( 特別支援教育推進体制モ デ ル事業) 3

加 え ると､ 年 1 回の公開研修会以外は､ 前期 の約 2 倍 の

実施回数が予想される｡ た だ就学相談や専門家チ
ー ム の

派遣等は､ あ る時期 (特 に後期) に集中する事業で あり､

前期 の実施回数に数字とし て 出て い な い現実がある｡ 就

学相談は､ 1 1 月頃より本格化 し､ そ れ に 伴う公開体験

授業 (特 に高等部) も はぼ同様で ある ｡ ま た ､ 平成 1 7

年度 は専門家チ
ー ム と し て各学校 へ の支援が､ ほと ん ど

1 0 月 以降とな っ て い る｡

支援事業の 中JL ､ と な る支援相談を受ける際に は ､ 先ず

は子 どもの様子を理解 して から行うと い う ス タ ン ス を と

る こと にした｡ そ の は うが ､ 時間と手間がかかるが より

子 どもにそ っ た支援が で きると考えるから で ある ｡ 樋 口

ら (20 0 5) の 地域支援の 流れを参考に
3)
､ 支援相談を中

心 に した地域支援の 流れを作成した の が､ 図 1 で あ る｡

園1 地域 支援 の流れ

例えば､ A 校 に おける B へ の 支援 で は､ 電話 で 担任よ

り B の 様子に つ い て話を聞いた後､ 後 日授業参観と懇談

を行う｡ 授業 に入る前に､ 担任より資料を基に B の 様子

を詳しく聞き､ B の 長所や問題行動の把握を行 っ た｡ 特

に問題行動がどん な時に起こるか に つ い て観察するよう に

助言して い る｡ そ の後､ 授業参観を行 っ た ｡ 参観 の後 の

懇談会で は､ 事前 に送 っ て も ら っ て あ っ た相談内容に ､

担任の説明や授業参観の 様子から言える こと に つ い て話

をし､ 課題 の整理を行 っ た｡ B の 場合､ 落 ち着かせる た

めの学習環境､ 見通しの持て るような取組の仕方 ､ 交流

教育の指導場面で の配慮事項等に つ い て 課題の 整理 を行

いなが ら､ 日常 の指導の検討 を行 っ た｡ こ の時 は､ B と

直接関わ っ て い る担任､ 介助員 ､ 交流学級担任､ 前担任

との懇談であ っ たが､ 夏季休業中に 全職員で行う校内研

修会に参加し､ A 校 の特別支援教育の在り方 ､ 個別 の 指

導計画の作成の仕方､ 気 に なる子 どもの 指導の 仕方等 に

っ いて 話をした｡ そ の後の フ ァ ロ
ー ア ッ プに つ い て は､ 連

絡がないが､ A 校に勤める別の職員より伝え聞い て い る｡

B の 場合､ ア セ ス メ ン トや関係機関との連携は行わなか っ

たが
､ 支援相談で は要望 もあり ､ 必要 に 応じて 行 っ て い

る｡ ア セ ス メ ン トと して こ れま で に行 っ た検査は､ K I A

B C や W I S C - Ⅲ で ある｡ 特 に､ 特別支援教育推進 モ デ ル

事業の専門家チ
ー ム へ 参加して い る場合 は､ 軽度発達障

害児や通常学級に籍を置く児童生徒が対象 にな っ て い る

ことが多く､ その特性が十分把握され､ 理解されて い な い

こ ともある｡ その ため発達検査等をして は しい と い う要望

が多い｡ 関係機関との連携に つ い て は､ 福祉関係者か ら

｢学校に いる問はブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス で あ る｣ と よく言われ

るよう に ､ 保育所や保育園との連携 ､ 児童相談所との 連

携､ 医療と の連携が不十分な ことも多い ｡ 学校以前の こ

とや医療の ことは､ 保護者から聞き取 っ た ことしかわから

な い場合が多か っ た｡ この面 に つ い て も啓発やア ド
バ イ ス

を行 い､ 必要に応じて関係機関を紹介するよう にして い る｡

(3) 実践か ら明らか にな っ た こ と

実践を積み重ねる中で ､ 養護学校がセ ン タ
ー

的役割を

果たすため に必要な手順や方策が明らか に な っ た｡

① リ
ー

フ レ ッ ト､ ｢ 0 & A ｣ ､ ｢ た よ り｣ 等を発行 し､ 開

かれた学校､ 使 い やす い事業､ 特別支援教育の情報等

の 発信を行う｡

先ず､ 伊賀地域の保育所､ 保育園､ 幼稚園､ 小学校､

中学校､ 高等学校等が､ 本校 の支援事業を理解し､ 活用

しやすい よう に ､ 活用 の呼びかけや活用手順の簡略化が

必要で あろう ｡ そ の ため に リ
ー

フ レ ッ ト ､ ｢ q & A ｣ ､

｢ た よ り｣ 等は役に立 っ もの と思われ る｡

②学校を訪問 し､ 子 ども の様子の 聞き取り､ 授業参観､

懇談､ ア セ ス メ ン ト等で ｢ 困り感｣ を把握 し､ 具体的

な支援につ い て相手校と共通理解を図る｡

伊賀地域は本校の校区と重なる地域で あり､ 地理 的に

も近く､ 若干手間がかかるが､ 子どもの状況をス ピ
ー デ ィ

に把握できやすい環境に ある｡ ま た､ 同 じ伊賀地域の教
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養護学校の地域支援 シ ス テ ム の構築に つ い て の 検討

職員同士で もあり ､ 本校と交流も行 っ て い る こ とか ら､

顔見知りの 教職員も多い ｡ そ う した面か ら担任の 抱え て

い る状況を理解しやすく､ 担任の 立場に立 っ て 話を聞く

ことが で き
､ 共通理解が図りやすい｡

(卦あくまでも教育を行うの は ､ 相手校であLJ ､ 本校は相

手校を支援するために行 っ て い る こ とを忘れず､ 相手

校の取組の努力を認めた上で､ 支援目標に優先順位を

つ ける｡

そ の子ども の教育は､ あ くま で も相手校が責任を持 っ

て行うもの で あり､ 本校はそれを バ ッ ク ア ッ プする立場

に ある ことを忘れ て はならな い ｡ 相手校が そ の子どもの

教育を真剣に考え､ 悩 み､ 努力し､ 本校 に支援を求め て

き て い る の で あり､ 今 ま で の取組を十分理解した上で ､

ア ド バ イ ス を した い ｡ ま た そ の際 に は､ 支援目標を作成

し
､ 優先順位を付け､ 先ずはど こか ら取り組ん で い っ た

らよ いか を明確に した い ｡

④校内で
一

貫 した支援ができるように､ 指導の共有化を

勧める ｡

一

貫 した支援 は､ 本来相手校の特別支援教育 コ
ー

デ ィ

ネ ー タ ー を 中心 に して校内委員会がそ の機能を発揮す べ

き で はあ ろうが､ す べ て の学校がそ の よう に なるま で に

はまだ多少の 時間がかかると考えられる｡ 子 どもの特性

を理解し､ そ の特性を生かした方法を用い て指導を行え

るよう ア ド バ イ ス を行うと共に ､ 校内で
一

貫 した指導が

できるよう子どもの指導に つ いて の共有化を勧めたい ｡

⑤ フ ォ ロ
ー

ア ッ プを行う｡

こ れ ま で行 っ た支援の評価と新たな支援計画の ため に

も
､ 支援 の終了後も フ ォ ロ

ー

ア ッ プ を行う ことが重要で

ある｡ ま た､ 支援記録をし っ か りと っ ける ことが大事で

ある｡ た だ､ 個人情報保護の ガイ ド ラ イ ン に基 づき ､
そ

の保管に は十分な注意を払う必要があ ろう｡

(4) 地域支援 シ ス テ ム の構築に向けて

本校の これま で の取組か ら､ よ り よ い地域支援の在り

方 に つ い て検討を進め て きた｡ そ の結果､ 本校 の ｢ 地域

支援の流れ｣ に沿 っ て支援を進め て いく中で ､ 養護学校

と して の セ ン タ ー 的機能を果たし て い く地域支援 シ ス テ

ム を構築するためには､ 次の ようなポイ ン トが重要である｡

①利用者が使いやすい こ とを モ ッ ト
ー

に
､ 利用者中心の

情報発信や取組を行うこ と｡

② こ れまで に培 っ た校内支援の取組､ 個 に応じた授業等

の ノ ウ ハ ウや専門性を生か して支援をする こ と｡

専門性と して コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン の 能力や授業実践力

や障害の 理解以外に ､ こ れ ま で の 取組の 中で ア セ ス メ ン

ト の 能力､ 教科指導の 能力等が必要で ある ことを痛感 し

て いる｡ 校内に お い て こ う した専門性の 向上に組織全体

で 取り組む ことが大事で ある｡

③関係機関と連携して取り組むために地域連携ネッ トワ ー

ク を協力して作 っ て いく こ と｡

支援能力を上げる ため に は､ 教育､ 福祉､ 医療､ 労働

等に携わる専門家が連携 して取り組む こと で ある ｡ 今あ

るネ ッ ト ワ ー ク を有効に使い ながら､ さ ら に発展したネ ッ

ト ワ
ー ク を構築 して いく必要がある｡ 本校で は､ 特に ､

保育所 ･ 保育園と の連携､ 医療と の連携､ 県総合教育セ

ン タ
ー と の連携､ 大学と の連携等が不十分で あり､ 課題

で もある｡ ま た､ 地域資源の開発を行う ことも支援の バ

リ エ ー シ ョ ン を広げる の に役立 っ と考える｡

④地域の学校等をバ ック ア ッ プする立場で支援すること｡

相手校の 日頃の取組努力を認めた上で の無理 の な い支

援を行う こ とは､ 本校が信頼され ､ ひ い て は子どもの幸

せ に通じると考え る｡

⑤支援目標に優先順位をつ け､ 支援期間を設定して取り

組む こ と｡

P D C A ( マ ネ ジメ ン トサイ ク ル の 1 つ で ､ 計画 ( pl a n ) ､

実践 ( D o) ､ 評価 ( c h e c k) ､ 改善 ( A c ti o n ) の プ ロ セ ス)

サ イ ク ル を構築 し､
一

定期間に取り組んだ支援に つ い て

振り返り､ 課題を明確に し､ よ り よ い支援 へ と改善 ･ 充

実させ て い く こ とが大事で ある｡

⑥就学前段階及び後期中等教育段階 へ の支援に取り組む

こ と｡

特別支援教育の充実を推進し､
一 生涯を通した支援を

行うに は､ 就学前段階や後期中等教育段階の関係者と連

携しなが ら支援して いく ことが必要で ある｡ 保育所､ 保

育園､ 幼稚園等の生活は､ 小学校 (小学部) へ の移行準

備の 時期で あり ､ 就学前段階 へ の 支援は､ 移行支援で も

ある ｡ 平成 16 年度 に保育士や幼稚園教諭と懇談を持 っ

た時､ ｢ 落 ち着かな い子ども｣ へ の 対応 に つ い て 悩 ん で

い ると い う声が多か っ た｡ 研修 の 機会を提供する等の 支

援を行う中で ､ 情報交換を盛んに し､ 移行支援に繋げて

い きた い ｡ 後期中等教育段階 へ の支援 に つ い て も､ 高等

学校の 中に在籍する軽度発達障害の ある生徒 へ の対応に

苦慮して い る ことが､ 公開研修会の参加者の意見から明

らか に な っ て きた の で
､ 研修 の機会を提供し､ 障害 の理

解や指導上の配慮する点に つ い て ア ド バ イ ス を行い たい ｡

今後､ 就学前段階及び後期中等教育段階と協力して移行

支援 モ デ ル を作 っ て い る こ とが必要で ある｡

7 . おわりに

伊賀地域の 地域支援 シ ス テ ム の 構築に向けて ､
こ れ ま

で の本校の取組か ら､ ｢ 支援 の流れ｣ や構築 し て い く 上

で の貝体的な方策の検討を行 っ て きた｡ 同時 に本校が セ

ン タ ー 的役割を担う際の課題も明らか に な っ て き た｡ 今

後は､ こ れ から の課題を見 っ めながら､ 地域支援 シ ス テ

ム を充実させた いと考え る｡ ま た ､
P D C A サ イ ク ル を

実践し て い く こ と で
､
よ り よ い地域支援 シ ス テ ム に なる
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一

･ 栗原 輝雄

支援教育の セ ン タ ー 的役割一地域 へ の 支援と ア ン ケ
ー

ト調査か ら- ｣ 三重大学教育実践総合 セ ン タ
ー

紀要､

第 2 5 号､ p .
5 9 - 6 4 ､ 2 0 0 5 .

3) 樋 口陽子 ･ 永富文久 ･ 納富恵子 ｢養護学校の セ ンタ
ー

的機能を生か した地域支援の 取組(2)｣ 日本特殊教育

学会第 4 3 回大会発表論文集 p .
4 7 6

､
2 0 0 5

.

｣ 調 査 をさせ て い た
え ま した

｡
し か しな

､
8 割強 の 方は あま

は できま せ ん で した

事業 Q & A ｣ を作成

よう に継続的に改善して いく取組が必要と なろう ｡
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2) 井坂誠
一

･ 栗原輝雄 ｢養護学校の 地域にお ける特別

資 料

援教 育だ よ り の 充実の た め の ア ン ケ
ー ト

支援事業 を知 っ てみ え る方は ､ 約 9 割 み
的に活用されて い る の は ､

2 割弱で あり
とが わか り ま した

｡

し にく い 原因に つ い て ご意 見を伺う こ と

に活用 して い ただ ける ように ｢ 教育支援

添付 しま した 別紙様式 を参､ 事前 に依頼文書等が 必 要です

作成をよ ろ しくお願 い 致 しま す

前年度 ｢ 特別支援教育
･ 特別支

だき ま した . そ の 中 で本校 の 教育
が ら ､ そ の 活用に つ い て は ､ 積極
り活用 され て い ない 状況で ある こ

こ の ア ン ケ
ー

ト調査で は ､ 活用
が

､
私達 と しま して は ､ よ り容易

しま した ｡ どうか ご活用下さい ｡

なお
､
利用 して い ただく場合 は

考に して い た だき ､ 依頼文書等の

Q l 支援相談を受けたい の ですが ?

り ます ｡ 子育て 相談は ､ 幼児 の お 子

談です ｡
ま た

､ 指導相談は ､ 障害児
つ き ま して も ､ 事前に ご連絡 下さい ｡
】談 を希望され る場合は ､ 電話等で 日
干す D 相談日 の 数 日前ま で にお 送 り下

あ

相

と指 導相 談が

と に つ い て の
談に は ､ 子育て 相 談 .

達や成長 に 関す る こ .

) る 上 で の 相敢 です ｡
.

b 稚園 ､ 小 ･ 中学校 ､

EJ 新様式 1 の ような依

支援相
さん の 発

･

教育 を進め

､
保育園 ､ 幼

定 した後 ､ 別

ど ちらの 相談 に
棉
で

高等 学校か ら

頼 文書が 必 要

の他 に ､
こ ちらか ら行 かせ て い た だい て相談に応 じさせ て い た だ く こ と

1

育
所
決

保
育
が

しヽ

莱
で

の

保
時
さ

就学相談を受けたい の ですが ?

展望
害 の あ るお 子
就学 ･ 進学

｡ 本
い て

( 戟

学相

に 関
-

さ ん (

こ校 の

: 共に
: 学相
7 談)

す る相言
の 就 学

J

) 施設や
二考 え た
] 談) を

談に応 じて い ま す｡ 本校 - の 就 学 ･ 進学 に 関係 なく ､
障

や進学 に つ い て ､ お 悩み の 保護者 の 方や担任 の 先生 方 ､

･

子 どもた ちの 様子 ､ 授業 の 様子 などを見て い た だ き ､ よ

こい と思 っ て い ます ｡
ま た

､
高等部で は ､

高等部 の入 学選

: 受 ける こ とに な っ て い ます o 例年 2 学期末 ぐら い が ､ 高
一

ク と な っ て い ます ｡
で き るだけ､ 早 め にお 受 けい た だくの ピ ー

せ て い た だ

い

ii:

談

戟

が

さ
に

棉

(

下

場
育
談

o

i

談
の

敬

棉
す

棉

学

育
ま
′些与

ヽ 一
I
T L

義
に

敬
り

と

気軽に
り よ い

考 の 前

等部 の
と助 か

学校見学をした いの で すが ?

､
各団体 の 見学 に応 じて い ま す ｡ 研修 の

りま す
｡
ま た ､ 団体だ けで なく ､ 個人 の

学校概要
っ て い ま

は ､ 教育関係 諸 団体 をは じめ

して い た だ い て い る場合も あ
校見 学t
に 利用1

: い ます

A 3
_芸

見学に も応 じて

さらに ､ 年 に
の説 明 ､ 就 学及
す｡ 伊賀地域だ
学校見学 に つ

は ､ 詳細 は別途

ですが ､ 学校 見学会も開催 して い ます ｡ 学校見学会で は ､

関わ る相談の 案 内 ､
授業公 開 ､ 施設見学 ､ 質疑応答等を行

､ 隣接 します奈良県か らも来て い た だい て い ます ｡

事前に 電話等 で ご連絡 をお願 い します ｡
ま た

､ 学校見学会

せ て い た だき ます ｡

･

参加 され る場合は ､
フ ァ ッ ク ス 等でお

1 回だ け
び 支援 に
けで なく
い て は ､

ご案 内さ

以下省略

10 4


